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本論文は、軽水炉燃料で生成する可能性のある Ba、 Sr、 Zr、 Ce 及び U からなるべロブスカイト型酸化物の熱物性
を評価するとともに燃料ベレット中の挙動を評価することを目的とする。本論文は以下の 4 章から構成される。
1 章では、軽水炉燃料の高燃焼度化という観点から、 Ba、 Sr、 Zr、 Ce 及び U からなるベロブスカイト型複合酸化
物に着目した背景を示した。上記系において形成される可能性のある化合物についてまとめ、ベロブスカイト型酸化
物の位置づけを示した。
2 章では、 Ba-M-O 系 (M: U、 Zr、 Ce) および Sr-M-O 系 (M: Zr 、 Ce) のベロブスカイト型酸化物を固相反応
にて合成し、デパイ温度、熱膨張率、比熱、溶融温度、熱伝導率をそれぞれ測定した結果を示した。デ、パイ温度は、
















本論文は、軽水炉燃料で、生成する可能性のある Ba、 8r、 Z1'、 Ce 及び U からなるべロブスカイト型酸化物の熱物性
を評価するとともに燃料ペレット中の挙動を評価することを目的としている。軽水炉燃料の経済性向上および使用済
み燃料の発生量低減の観点から、燃料の高燃焼度化が進められている。さらなる高燃焼度を目指す際、高燃焼度化に





Ba-M-O 系 (M:U、 Zr、 Ce) および 8r-M-O 系 (M: Zr、 Ce) のベロブスカイト型酸化物を固相反応にて合成し、
デバイ温度、熱膨張率、比熱、溶融温度、熱伝導率を測定し、 1 )デノ《イ温度は、 Ba 系ベロブスカイト、 8r 系ベロ
ブスカイトに類別することにより、原子の質量及び隣接イオン間距離で整理できることを、 2) 熱膨張係数は Ruffa
のモデノレで予測される熱膨張係数より小さくなることを、 3) 比熱は BaU03 を除き調和振動子モデルの調和項と膨
張項の和で表現できることを、 4) U を含むベロブスカイト型酸化物の熱伝導率は熱伝導率下限値に近い値であるこ
とを、明らかにしている。
燃料ベレット中でのペロブスカイト型酸化物の挙動については、 1 )計算機手法を用い燃料ベレット中で生成した




レット中でのその挙動に関して、重要な知見を与えている。さらに、 Ba、 8r、 Zr、 Ce 及び U からなるベロブスカイ
ト型複合酸化物に関して多くの基礎的知見を提供している。これらの知見は、原子力工学及びセラミックス工学の発
展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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